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１．はじめに
　酪農学園大学野生動物医学センター （以下、
WAMC） は文部科学省私立大学戦略的研究基盤形
成支援事業の一環として、2004年４月に同大附属動
物病院（現・動物医療センター）構内に設立された。
　WAMCにおける研究は、特に、病原体保有状況
や分類、疫学調査を中心として展開し、対象として
野生種のみならず、動物園飼育動物、特用家畜・家
禽、愛玩鳥やエキゾチック動物等に至るまで幅広い
動物種を扱ってきた。また、大学の一施設である
WAMCは、今までに北海道内を中心として多くの
研究・教育機関と共同研究を行ってきた（浅川2016
など）。大学は研究を基盤に教育をする機関であり、
研究とは論文刊行をもって終了する。外部機関と協
力して環境教育を展開する場合も、基盤となる研究
活動が必須となる。そこで今回は、特に、多く実施
されてきた釧路市動物園との共同研究を例に、浅川

（2016）およびそれ以降に行われた同園との研究成
果を概観し、その成果を生かした環境教育のモデル
事例について検討した。研究は複数の分類群にわた
ることから、まず飼育動物、園内野生動物、タンチョ
ウの３つに分けて概説する。
　なお、本文は2021年３月にオンライン形式で開催
される北海道環境教育研究会2021年大会にて発表し
た内容に準じた。

２．論文成果の概要
展示動物：　釧路市動物園との共同研究は1996年に
死亡したボルネオオランウータンPongo pygmaeus
の病理学的検索から始まった。この論文では、当該
個体が多包条虫Echinococcus multirocularisの幼虫
である多包虫寄生による肝臓障害で死亡したことを
明らかにし、また、本種から初めて多包虫を報告し
た（Taniyama et al. 1996）。また、同じ類人猿に関
する研究として、チンパンジーPan troglodytesの尿
中代謝産物 8-hydroxyguanosine （８-OHdG） 量を
指標としたストレス評価が2012年に実施された。こ
の研究は、疾病等のストレス下において体内で発生
する活性酸素群の働きにより尿中に排泄される８

-OHdGの測定に、ヒト用のELISAキットを応用し
たものであった。測定結果は安定していたため、こ
のキットを用いた評価が飼育下における本種の健康
管理上有用であることが実証され、また、尿を検査
材料とするため拘束せずに採材可能であり、個体へ
の影響が小さいことも特筆された。一方で、検査例
数が少ないため、疾病や妊娠、飼育環境の激変など
といった条件下の個体との比較検討という課題が得
られた（大島ほか2012）。
　飼育動物の寄生虫保有状況を把握することは、動
物の健康管理上重要である（日本動物園水族館協会
2013）。そこで、同園に保管されてきた内部・外部
寄生虫標本の調査を実施した。対象とした標本には
ホッキョクグマUrsus maritimus、アメリカアカシ
カCervus canadensis、ライオンPanthera leoおよび
ヤギCapra hircus等の飼育動物のほか、当該園に持
ち込まれたアカギツネVulpes vulpes、タヌキNyc-
tereutes procyonidesやニホンジカCervus nippon等
も含まれた。同定されたのは主に回虫類であったが、
ふれあい対象としているヤギのヤギハジラミBovi-
cola capraeや、野生下では記録の無かったニホンジ
カのDamalinia属ハジラミ類など外部寄生虫も多く
得られ、貴重な記録となった（佐渡ほか2016）。
　この回顧的調査はその後も継続して行われ、ニシ
ゴリラGorilla gorilla、カナダヤマアラシErethizon 
dorsatum、ヘラジカAlces alces、ヨーロッパバイソ
ンBison bonasusなど飼育個体の他、傷病個体もク
ラカケアザラシHistriophoca fasciata、ゼニガタア
ザラシPhoca vitulinaおよびワモンアザラシPusa 
hispidaなどから採集された標本が追加された。こ
の中でもチンパンジーの裸頭条虫類Bertiella studeri
とヨーロッパバイソンの牛回虫Toxocara vitulorum
は北海道で初めて記録され、ニシゴリラのヒト回虫
Ascaris lumbricoidesは国内飼育個体では初めての
記録であった（近本ほか2018）。
　上述のように、症例の検討および標本を利用した
回顧的研究が実施され、飼育動物の健康管理上重要
な寄生虫の分布や浸淫状況に関する基盤情報が得ら
れた。特に、多包条虫などの飼育動物とヒトの双方
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に影響を与えうる種、回虫類など環境中に定着しや
すい種、また、外部寄生虫など自然分布する種が多
く検出され、定期的なモニタリングの必要性が示さ
れた。

園内野生動物：　釧路市動物園は自然豊かな立地に
あることから、周辺から侵入してくる動物による寄
生虫や病原体の伝播が懸念されてきた。これは上述
した飼育動物における調査結果に、特に、飼育動物
やヒトに影響をおよぼす可能性のある多包条虫が含
まれたことからも明らかであった。そこで園内に生
息する野生動物における寄生虫保有状況とリスクの
把握のため、アメリカミンクNeovison vison、アカ
ギツネ、オオアシトガリネズミSorex unguiculatus
および野ネズミ類（エゾヤチネズミMyodes rufo-
canus、アカネズミApodemus speciosusなど）を対象
として捕獲を含む調査を行った。その結果、検出さ
れたのは全てそれぞれの宿主種で既に報告のある寄
生虫種であった。しかし一方で、飼育動物の健康管
理上または公衆衛生上重要な種が含まれ、例えば多
包条虫がアカギツネから、ピロプラズマ病や紅斑熱
などの疾病を媒介するおそれがあるHaemaphysalis
属チマダニ類がアメリカミンクなど複数の宿主から
検出された。したがって、園内や園周辺にはこれら
の種を保有した野生哺乳類が生息していることが改
めて実証され、展示動物の健康管理および来園者の
安全のための基礎情報となった（佐渡ほか2017；近
本ほか2018）。園内には野ネズミ以外にも住家性ネ
ズミ類（ドブネズミRattus norvegicusなど）が生息
し、ケージへの侵入や餌の盗食などがあるため駆除
を実施しており、現在、中本ら（未発表）は、これ
らを対象として継続した調査を行っている。
　また、同園やその周辺では、時折、疥癬と思しき
タヌキが目撃されてきた。2017年に園内で死体収容
した１個体から痂皮部を採集し、鏡検したところ、
センコウヒゼンダニSarcoptes scabieiが多数確認さ
れた。この症例は、根釧地方に生息するタヌキにお
ける重度の疥癬として初記録となった（長濱ほか
2017）。
　同園には傷病や死亡した野鳥が持ち込まれる例も
多く、その一部については谷口ほか（2020）による
厚岸・別寒辺牛湿原における調査結果とともに報告
し、詳細な同定の結果、キクイタダキRegulus reg-
ulusから、道東では初めてとなるシラミバエ類Or-
nithomya fringillinaを記録した（Yoshino & Asaka-
wa, 2020）。
　上述のような園内野生動物の調査により、周囲の
自然環境から飼育動物やヒトへの寄生虫伝播が示唆
され、飼育動物だけでなく周囲の環境を含めたモニ
タリングの必要性が示された。捕獲を伴った動物園
内に生息する野生動物の寄生虫保有状況調査は、国
内ではほぼ皆無であり、貴重な事例となった。

タンチョウ：　釧路市動物園は国の特別天然記念物
であるタンチョウGrus japonensisを多数飼育し、
同時に環境省の保護増殖事業に基づいて傷病個体の
治療および死亡個体の検査を行っている。2011年に
同園から台北市立動物園へタンチョウ１つがいが貸
与されることになり、本報告の著者の１人、浅川は
輸出検疫に関わる調査のため、釧路市動物園・台北
市立動物園タンチョウ検疫グループにタンチョウ寄
生虫検査技術供与に関わる実習講義を行ったことも
あった。
　寄生虫病については、同園に蓄積されたタンチョ
ウの標本を用いて蠕虫類調査が実施され、アクアリ
ア科線虫３種を含む７種の寄生蠕虫類の保有状況を
明らかにした。また、棘口吸虫類の寄生率が44%に
上り、他の寄生虫種も全て中間・待機宿主を必要と
する間接発育型であったことから、タンチョウが生
息地内で魚類等の水生動物を多く採食していること
を示唆していた（以上、Ohshima et al. 2014）。加え
て、飼育下繁殖したヒナでの開嘴虫科Cyathostoma 

（Hovorkonema）属線虫の濃厚寄生による死亡例を
報告し、飼育下のツル類で留意すべき線虫が国内に
も分布することを明らかにした（Yoshino et al. 
2019）。他に野生個体の剖検結果を報告した。これ
は剖検前のレントゲン撮影により胃内に銃弾様物体
が確認され、かつ肩部に大きな裂傷があったため人
間の関与や鉛中毒が疑われたものであった。剖検の
結果、裂傷は死後の食害によるもので、当該個体は
羽の負傷により飛翔できない状態での物体への衝突
により死亡したことが示唆された。また、胃内にあっ
たのは銃弾ではなくプラスチック製のBB弾であり、
鉛中毒は否定されたが、胆汁中鉛濃度からは過去の
暴露が示唆された。一方で胃内にはザリガニの殻や
カエルの骨が含まれ、さらに、Syncuaria属線虫の
存在により何らかの魚類を採食していたことが示唆
され、タンチョウの食性や寄生虫の感染経路の一端
を明らかにした（以上、吉野ほか2015）。
　これらの研究により、タンチョウの寄生虫保有状
況にとどまらず、生態や餌生物の分布、利用状況に
ついての知見が得られ、また、飼育下での健康管理
上重要な寄生虫に関する知見を得た。加えて、剖検
に基づくいわゆる法獣医学的な研究により、タン
チョウの死因と周辺環境や人間社会との関わりの一
端が明らかになり、本種の保全のための基礎情報と
なった。

３．環境教育モデルの提案
　上述のように、今までに野生動物および展示動物
それぞれの寄生虫やその保有状況について報告して
きたが、これらの寄生虫には宿主動物やヒトに時に
危険を及ぼすものが含まれていた。園としては、寄
生虫等による飼育動物やヒトへの影響は少ないこと
が望ましく、定期駆虫や環境整備を行うことで、ス
トレスの軽減や健康状態の維持、繁殖効率の向上ひ
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いては種の保存に、同時に来園者の安全確保などに
繋げていくことが望まれる。一方で、展示動物やヒ
トにどのような影響があるかは、寄生虫種の存在や
種を含めて来園者や職員を含めてあまり知られてい
ない。そのため、研究的な観点からはこまめな報告
が必要であり、かつ、園としては来園者や内部向け
にもわかりやすく展示等により伝えていく必要があ
る。当然この際、不安を煽り過ぎないよう留意すべ
きである。例えば、エキノコックスについては現在
園内に感染経路や影響について掲示がされている
が、他の寄生虫についても媒介となる野生動物を含
めて展示していくことが必要であろう。また、自然
豊かな立地であることから、生息する野生動物の観
察会や調査等により体験させることや、結果をガイ
ド等の手段で伝えることも有意義だと考える。この
ような活動により、来園者に展示動物だけを見せる
のではなく、周囲の環境やその種本来の生息環境を
含めて知るきっかけを与え、より動物に対する関心
を深めることにつながると考えられる。すなわち、
飼育動物を入り口として周囲の環境や彼らの生活に
も目を向けさせることで、野生動物が抱えている問
題や自分達の生活との関わり、命の大切さ等につい
て自発的に考えることに繋がると考えられる。寄生
虫は人目に付かない存在であり、病原性については
通常限定的である。一方で、宿主およびその生息環
境と密接な関わりがあり、関係性を繋げている存在
でもある。このような生物の研究を通じて宿主とそ
れを含有する周辺環境、ひいては人間社会へと繋げ
ていくことで、野生動物やその生息環境について考
えるきっかけを与えることになれば幸いである。
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